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春
の
日
差
し
が
よ
う
や
く
暖
か
く
感
じ
ら
れ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
四
月
、
大
き
な

希
望
を
胸
に
入
学
し
た
新
入
生
七
十
四
名
の
皆

さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
学
式
か
ら
二
週
間
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
新
し
い
環
境
の
中
で
緊
張
感
の
漂
っ

て
い
た
新
入
生
の
表
情
も
、
学
級
で
の
新
た
な

出
会
い
や
生
徒
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
部

活
動
体
験
入
部
な
ど
を
通
し
て
、
徐
々
に
笑
顔

が
ほ
こ
ろ
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

  

さ
て
、
四
月
は
新
入
生
だ
け
で
な
く
、
二
・

三
年
生
に
と
っ
て
も
、
誰
も
が
共
に
一
年
間
の

学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
新
し

い
自
分
を
め
ざ
す
チ
ャ
ン
ス
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
を

振
り
返
り
、
自
分
は
ど
う
成
長
し
た
い
の
か
を

問
い
、
成
長
し
た
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
新

た
な
希
望
や
目
標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
意
欲
と
勇
気
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

  

本
校
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
「
仲
良

く
、
元
気
に
、
熱
心
に
学
ぶ
生
徒
」
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

　

特
に
、
本
年
度
は
、
「
愛
す
る
南
中
・
誇
れ

る
南
中
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
南
中
」
を
合
い

言
葉
に
、
「
す
す
ん
で
学
ぶ
南
中
生
」
「
心
や

さ
し
い
南
中
生
」
「
た
く
ま
し
い
南
中
生
」
の

姿
を
め
ざ
し
て
、
①
基
礎
・
基
本
と
確
か
な
学

力
の
向
上
、
②
思
い
や
り
の
心
を
育
む
教
育
、

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
む
教
育
、
④
豊
か
な

体
験
の
あ
る
教
育
、
を
四
つ
の
柱
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

  

そ
の
た
め
に
も
、
師
弟
同
行
・
同
汗
・
共
感

の
精
神
で
、
教
職
員
と
生
徒
が
共
に
心
を
通
わ

せ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
強
く
願
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

校
長　

丸　

山　

隆　

司

　

四
月
二
十
三
日
に
今
年
初
め
の
授
業
参
観
日

で
、
担
任
が
授
業
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
だ
け
で
な
く
地
域
皆
さ
ん
の
御
来
校
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
程
は
、
左
記
の

と
お
り
で
す
。
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昨
年
四
月
よ
り
、
新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
学
校
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
契
約
会
社

の
変
更
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
時
的
に

閉
鎖
し
な
け
て
ば
な
り
ま
せ
ん
。
準
備
が
で
き

次
第
学
校
便
り
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、

も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

教
職
員
紹
介

　

新
年
度
は
七
名
の
転
入
教
職
員
を
迎
え
、
二

十
五
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
年
の
南
中
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
誇
れ
る
南
中
、
愛
す
る
南
中
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
南
中
』
と
し
て
、
教
職
員
と

生
徒
が
よ
り
良
い
南
中
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

□
五
十
嵐　

亨

　
　

東
神
楽
町
立
東
神
楽
中
学
校
よ
り

□
加
藤
慎
司

　
　

留
萌
市
立
東
光
中
学
校
よ
り

□
開
発
智
章

　
　

旭
川
市
立
神
居
東
中
学
校
よ
り

□
梶
田
美
歩

　
　

雄
武
町
立
雄
武
中
学
校
よ
り

□
松
原
昌
平

　
　

弘
前
大
学
卒
業

□
久
慈
彩
菜

　
　

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
卒
業

□
齋
藤
文
泰

　
　

士
別
市
立
士
別
小
学
校
よ
り

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
七
名
の
教
職
員
が

転
入
し
ま
し
た
。

　

生
徒
が
生
き
生
き
と
瞳
を
輝
か
せ
て
取
り
組

む
姿
を
め
ざ
し
、
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
授
業
参
観

　
　
　
　

八:

五
〇
〜
九:

四
〇

　

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
部
活
動
後
援
会
総
会　

　
　
　
　

九:

五
〇
〜
一
〇:

四
〇

○
学
年
・
学
級
懇
談　
　
　
　

　
　
　

一
〇:

四
五
〜
十
二:

十
五

授
業
参
観
日

20 木 定例職員会議

21 金 全協・常任委員会

23 日 参観日
ＰＴＡ・部活動後援会総会

24 月 修学旅行、家庭訪問

25 火 修学旅行、家庭訪問

26 水 修学旅行、家庭訪問

27 木 教職員健康診断（臨休）
修学旅行、家庭訪問

28 金 ３年回復休業、家庭訪問

29 土 みどりの日
（春のｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ）

1 月 振替休業日

2 火 安全点検日
職員会議

3 水 憲法記念日

4 木 国民の休日

5 金 子どもの日　

7 日 道新杯争奪B級卓球大会

8 月 ３年家庭訪問
部活動後援会役員会

9 火 ３年家庭訪問

10 水 ３年家庭訪問
ＰＴＡ役員総会
内科検診

11 木 ３年家庭訪問
校内研修日

12 金 ３年家庭訪問
生徒総会
部活動顧問・理事合同会議

４月の行事予定

５月の行事予定

今
度
の
日
曜
日
で
す
！

多
く
の
方
の
御
来
校
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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生

徒

数

一年二年三年
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担

任

副
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一年
74名

二年
93名

三年
88名
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合計
255名


